













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図1大 溝城下 の地域構造(享 保期)










































































































































































































































































































































































































































































表1大 溝 城 下 の 人 口



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表2南 市 本 町 の 生 業


























































郷宿 ・米屋 ・瀬戸物屋 ・肥 し物屋
荒 物 屋









*「 町 内諸要記」(『 福井芳郎家保管文書』)に よ り作 成。
表3明 和～安永年間の居屋敷売買の状況(南 市本町)
























市 右 衛 門
仁 右 衛 門
五兵衛借家宗八
吉 右 衛 門
清 太 夫
五 兵 衛
仁 右 衛 門
蔵 之 進
勘 六
仁 右 衛 門





仁 右 衛 門
井 上 官 蔵
清 太 夫
半 七
井 上 官 蔵
箕 作 蔵 之 進
南市本町 源 太 郎
北舟入町 伝 兵 衛















*屋 敷 の所在地はすべて南市本町のものであ る。
*売 買 ・貸借 の欄は,史 料 にあ る文言によって引用 した。
*「 町内諸要記 」(『福井芳 郎家保管文書』)に より作成。
る
。
わ
ず
か
二
十
戸
た
ら
ず
、
そ
し
て
城
下
の
中
枢
に
位
置
す
る
町
で
、
こ
れ
だ
け
頻
繁
に
退
転
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
に
あ
げ
た
前
々
年
の
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
の
新
庄
本
町
市
右
衛
門
と
、
蟻
燭
町
仁
右
衛
門
と
の
屋
敷
売
券
に
は
、
表
間
口
四
聞
半
、
奥
行
七
間
半
で
、
「御
年
貢
米
(地
子
)
」
が
一
斗
七
升
三
合
と
あ
り
、
こ
れ
を
換
㊧
算
す
る
と
一
石
五
斗
の
石
盛
り
と
な
る
。
一
石
五
斗
と
い
う
石
盛
ゆ
り
は
、
村
方
で
い
え
ば
上
田
の
斗
代
に
相
当
し
、
決
し
て
そ
の
率
は
高
い
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
南
市
本
町
の
売
買
貸
借
願
書
に
あ
る
事
由
に
は
、
「難
渋
付
」
と
い
っ
た
も
の
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
半
が
「商
売
勝
手
二
付
引
越
」
な
ど
と
、
逼
迫
し
た
状
況
の
も
の
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
今
少
し
分
析
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
後
考
を
待
ち
た
い
。
先
に
、
町
代
が
町
人
す
べ
て
に
触
を
読
み
聞
か
せ
る
場
と
し
て
、
「町
汁
」
を
上
げ
た
が
、
そ
の
町
汁
と
い
う
の
は
、
町
内
全
員
が
集
ま
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
協
議
す
る
寄
り
合
い
で
、
「月
並
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
月
例
で
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
南
市
本
町
の
場
合
は
、
も
と
も
と
家
持
ち
が
年
交
代
で
当
番
に
な
り
、
こ
れ
を
「や
ど
」
と
称
し
た
。
そ
し
て
、
自
費
で
酒
肴
を
振
大
溝
城
下
に
お
け
る
町
方
記
録
覚
書
る
舞
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
寛
政
十
二
年
(
一
八
〇
〇
)
以
降
に
つ
い
て
は
、
家
別
に
六
十
匁
か
ら
二
十
八
匁
と
当
番
の
振
舞
料
を
定
め
、
正
月
十
六
日
の
初
町
汁
の
際
に
決
め
ら
れ
た
銀
高
を
出
す
こ
と
と
な
り
、
そ
の
後
は
こ
の
出
金
の
規
定
に
変
動
　
が
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
負
担
金
以
外
に
は
、
町
内
で
の
祝
儀
・
不
祝
儀
を
町
内
総
出
で
行
う
こ
と
か
ら
、
そ
の
礼
金
が
町
財
政
に
組
み
入
れ
ら
⑪
れ
た
。
そ
の
取
り
決
め
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。
定
目
一
、
家
買
祝
儀
銀
一
枚
、
尤
五
分
壱
定
也
、
振
舞
料
銀
壱
枚
、
一
、
婚
礼
養
子
家
買
是
迄
町
中
よ
り
酒
五
本
二
一
把
祝
儀
二
遣
候
得
共
、
向
後
町
内
よ
り
之
祝
儀
相
心
得
候
筈
二
相
定
申
候
也
、
明
和
八
年
卯
正
月
十
六
日
二
相
極
ル
也
、
一
、
婚
礼
之
節
亭
主
分
振
舞
料
銀
五
両
内
儀
分
銀
五
両
、
尤
振
舞
料
也
、
都
合
銀
壱
枚
町
内
江
差
出
シ
申
筈
二
定
ル
、
時
二
安
永
弐
巳
年
正
月
十
六
日
町
汁
之
上
相
極
メ
申
候
、
尤
町
内
よ
り
祝
儀
と
し
て
酒
肴
料
二
銀
弐
両
出
し
申
極
也
、
二
七
三
親
子
兄
弟
二
而
茂
祝
儀
出
し
候
義
仕
間
敷
事
、
再
縁
之
儀
者
半
減
可
為
事
、
一
、
養
子
振
舞
料
銀
五
両
、
再
縁
半
減
也
、
(下
略
)
ま
ず
「家
買
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
家
持
ち
が
町
の
構
成
員
と
し
て
正
式
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
町
入
り
の
挨
拶
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
次
い
で
婚
礼
で
あ
る
が
、
亭
主
分
、
内
儀
分
の
振
舞
料
が
定
め
ら
れ
、
こ
れ
も
町
内
で
そ
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
「町
方
諸
要
記
」
の
中
に
最
も
多
く
留
め
ら
れ
て
い
る
、
触
書
、
町
触
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。
「町
方
諸
要
記
」
の
中
に
記
さ
れ
た
町
触
の
な
か
で
、
大
溝
藩
の
民
政
の
基
本
方
針
と
も
い
え
る
条
目
が
見
ら
れ
る
。
若
干
長
文
で
あ
る
が
紹
介
し
て
お
こ
う
。
申
渡
覚
一
、
町
中
之
者
家
業
を
大
切
二
相
勤
可
申
相
定
候
、
口
銭
を
以
渡
世
致
候
筈
二
候
間
高
利
を
貪
申
間
敷
候
、
衆
人
之
為
二
相
成
候
様
二
実
口
を
以
商
売
を
致
し
候
得
者
自
然
と
繁
栄
二
相
成
候
、
二
七
四
一
、
銘
々
親
孝
行
第
一
二
励
可
申
候
、
女
ハ
別
而
舅
姑
に
孝
行
を
い
た
し
可
申
候
、
子
共
ハ
男
女
共
親
々
よ
り
急
度
申
付
不
孝
口
埒
二
無
之
様
二
相
嗜
を
可
申
候
、
一
、
博
奕
等
固
停
止
申
付
候
、
万
一
有
之
候
て
ハ
急
度
咎
申
付
、
其
宿
者
過
銭
三
貫
文
両
隣
向
隣
者
弐
貫
文
ツ
・
申
付
候
、
然
ら
ハ
相
互
二
致
吟
味
急
度
口
可
申
候
、
一
、
於
当
町
毎
月
朔
日
、
十
一
日
、
二
十
一
日
、
右
三
日
市
立
被
仰
付
頭
取
之
者
共
直
段
之
儀
、
正
直
二
相
立
衆
人
和
合
い
た
し
候
様
可
仕
候
、
若
も
不
正
直
之
義
有
之
候
ハ
・
急
度
咎
可
申
付
候
、
一
、
是
迄
者
郷
宿
野
者
共
、
村
々
よ
り
何
二
よ
ら
す
貨
物
致
持
参
候
ハ
・
、
請
取
売
主
差
急
き
候
ハ
・
内
仕
切
遣
シ
ロ
三
日
市
立
之
上
本
仕
切
遣
可
申
候
、
尤
定
之
口
銭
引
可
仕
候
、
市
立
相
済
之
上
帳
面
町
奉
行
江
差
出
可
申
候
、
一
、
婚
礼
、
元
服
等
餘
約
を
立
、
無
益
之
費
を
省
き
可
申
候
、
並
石
打
等
度
々
申
付
候
、
近
所
之
者
制
道
致
可
申
候
、
若
シ
有
之
候
ハ
・
、
近
所
之
者
咎
可
申
付
候
、
一
、
京
・
大
津
江
奉
公
二
出
居
候
者
と
も
、
京
・
大
津
御
屋
敷
江
書
付
を
以
御
届
ケ
可
申
候
、
本
人
名
前
親
々
名
前
並
居
所
之
名
前
書
付
を
以
差
出
可
申
候
、
年
頭
・
盆
中
御
屋
敷
江
御
礼
二
罷
出
可
申
候
、
尤
持
参
も
の
ハ
仕
間
敷
候
、
右
之
通
以
書
被
仰
出
候
、
天
明
四
辰
年
御
当
番
十
月
饗
庭
八
左
衛
門
と
い
っ
た
も
の
で
、
八
代
藩
主
分
部
光
実
の
時
に
下
さ
れ
た
定
書
で
あ
る
。
ω
町
中
の
者
は
家
業
に
励
み
、
高
利
の
口
銭
を
以
っ
て
渡
世
し
て
は
い
け
な
い
。
②
親
孝
行
の
奨
励
。
③
博
奕
等
の
禁
止
。
ω
こ
こ
大
溝
で
は
毎
月
朔
日
、
十
一
日
、
二
十
一
日
の
三
日
間
、
市
が
立
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
市
の
取
引
に
あ
た
っ
て
は
不
正
の
な
い
よ
う
に
。
⑤
そ
の
市
で
は
、
村
々
か
ら
諸
物
産
を
持
ち
帰
り
、
郷
宿
が
仲
介
し
て
取
引
し
た
が
、
売
り
主
が
換
金
を
急
ぐ
場
合
は
、
郷
宿
が
内
仕
切
(内
金
)
を
支
払
、
市
立
の
後
に
口
銭
を
引
い
て
精
算
す
る
慣
習
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
算
用
に
不
正
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
精
算
の
帳
面
を
町
奉
行
に
提
出
し
、
監
査
を
受
け
る
。
⑫
⑥
婚
礼
・
元
服
に
関
し
て
の
倹
約
で
、
「石
打
等
」
の
禁
止
。
⑦
京
・
大
津
へ
奉
公
へ
出
る
も
の
は
、
京
・
大
津
の
分
部
屋
敷
へ
名
前
を
届
出
、
年
頭
・
盆
中
の
御
礼
に
出
向
く
、
な
ど
と
い
っ
た
内
大
溝
城
下
に
お
け
る
町
方
記
録
覚
書
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
町
内
の
網
紀
粛
正
と
と
も
に
、
奉
公
な
ど
に
よ
る
領
民
の
流
出
の
把
握
と
い
っ
た
こ
と
が
基
本
理
念
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
こ
れ
以
外
の
町
触
の
な
か
で
、
と
り
わ
け
目
に
つ
く
の
が
町
方
の
倹
約
に
か
か
る
規
定
で
あ
る
。
主
だ
っ
た
も
の
だ
け
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
文
政
十
三
年
(文
化
十
三
年
、
文
政
三
年
の
再
達
)
、
天
保
三
年
、
天
保
十
三
年
、
嘉
永
三
年
(文
政
十
三
年
の
再
達
)
、
嘉
永
四
年
、
慶
応
二
年
に
町
方
へ
倹
約
触
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
い
ず
れ
の
も
の
も
ほ
ぼ
似
通
っ
た
も
の
で
、
町
人
生
活
の
細
部
に
わ
た
る
ま
で
制
約
を
加
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
慶
応
二
年
(
一
八
六
六
)
の
も
の
を
海
げ
る
と
、
口
達
一
、
明
十
一
日
よ
り
御
停
止
御
免
而
相
成
候
間
、
此
段
一
々
家
別
不
残
様
相
触
可
被
申
候
、
以
上
倹
約
書
一
、
御
日
待
之
節
、
御
神
酒
・
御
洗
米
二
限
り
可
申
事
、
但
し
、
若
も
の
男
女
子
供
他
町
付
合
無
用
之
事
、
一
、
神
事
之
節
、
客
来
ハ
勿
論
重
之
内
取
扱
無
用
之
事
、
二
七
五
一
、
町
汁
地
子
取
之
節
、
酒
肴
取
扱
決
而
無
用
、
並
二
茶
菓
子
た
り
共
致
間
敷
事
、
、
五
節
句
之
節
、
客
来
重
之
内
取
扱
無
用
之
事
、
、
婚
礼
振
舞
之
節
、
一
汁
一
菜
、
酒
肴
一
品
二
限
事
、
但
し
、
重
之
内
取
扱
無
用
、
、
出
産
の
節
、
祝
ひ
取
遣
無
用
、
、
仏
事
之
節
、
一
汁
一
菜
限
ル
事
、
但
し
、
酒
取
扱
無
用
、
並
報
恩
講
・
百
万
遍
之
節
、
茶
は
か
り
と
限
り
、
茶
菓
子
た
り
共
無
用
之
事
、
一
、
葬
式
之
節
、
町
内
拵
悔
受
等
二
男
女
共
打
寄
候
儀
、
以
来
相
止
メ
候
事
、
一
、
家
作
等
之
節
、
互
手
伝
無
用
、
但
し
、
祝
ひ
取
扱
致
間
敷
事
、
一
、
衣
類
木
服
二
限
ル
事
、
但
し
、
養
子
嫁
取
之
節
、
他
所
付
合
無
拠
せ
つ
ハ
、
手
織
紬
迄
二
限
り
可
申
事
、
一
、
は
き
物
等
、
皮
は
な
を
決
而
無
用
之
事
、
右
之
趣
被
仰
出
候
間
、
厳
重
二
相
守
五
ケ
年
之
間
諸
事
花
美
成
事
不
相
成
、
固
相
慎
可
申
事
、
二
七
六
慶
応
二
丙
寅
年
十
月
町
役
と
い
う
よ
う
に
、
各
種
行
事
の
客
呼
び
の
禁
止
を
は
じ
め
、
近
隣
の
付
き
合
い
や
衣
類
の
制
約
な
ど
日
常
生
活
の
事
細
か
な
点
に
い
た
る
ま
で
規
制
さ
れ
て
い
る
。
他
の
年
次
に
出
さ
れ
た
倹
約
個
条
も
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
で
、
寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
に
は
大
溝
祭
の
曳
山
巡
行
が
禁
止
、
文
政
三
年
(
一
八
二
〇
)
に
は
冠
婚
葬
祭
の
節
に
、
京
・
大
津
か
ら
「超
過
な
料
理
」
を
出
す
こ
と
の
禁
止
な
ど
の
条
目
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
大
溝
城
下
の
町
人
の
生
活
は
、
あ
る
一
面
で
は
倹
約
仕
法
に
よ
っ
て
事
細
か
な
制
約
が
加
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
反
面
で
、
こ
う
し
た
倹
約
の
仕
法
が
各
町
に
下
さ
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
日
常
が
あ
る
程
度
余
裕
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
と
め
以
上
、
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
の
特
質
と
と
も
に
そ
こ
に
住
む
町
人
の
記
録
を
紹
介
し
な
が
ら
、
生
活
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
。
南
市
本
町
に
残
る
「町
方
諸
要
記
」
は
、
町
方
支
配
の
末
端
機
構
を
担
っ
た
町
代
が
、
日
々
事
あ
る
ご
と
に
町
内
の
出
来
事
を
書
き
記
し
た
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
あ
る
程
度
定
期
的
に
見
ら
れ
る
も
の
を
上
げ
る
と
、
正
月
十
六
日
の
町
汁
、
同
月
の
日
待
、
四
月
一
日
の
山
王
神
事
(大
溝
⑳
祭
)
、
九
月
二
日
の
火
道
具
改
、
十
一
月
の
地
子
取
が
あ
り
、
そ
の
他
不
定
期
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
日
常
的
な
も
の
で
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
が
あ
っ
た
。
他
城
下
の
状
況
を
う
か
が
っ
て
は
い
な
い
た
め
、
比
較
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
の
城
下
の
町
人
町
に
あ
っ
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
行
事
が
行
わ
れ
、
町
内
が
運
営
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
今
回
史
料
紹
介
し
た
大
溝
城
下
の
一
町
内
に
限
っ
て
、
そ
の
町
方
支
配
と
生
活
の
諸
相
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
大
溝
城
下
で
は
町
奉
行
の
も
と
、
町
年
寄
、
町
代
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
支
配
さ
れ
、
城
下
の
町
屋
シ
ピ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
に
あ
た
る
南
市
本
町
で
は
、
そ
の
町
代
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
「町
内
諸
要
記
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
決
し
て
裕
富
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
逼
迫
し
た
と
い
っ
た
状
況
で
も
な
い
。
一
般
に
農
村
で
の
簍
乏
と
、
都
市
で
の
富
裕
町
人
の
台
頭
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
え
が
か
れ
て
い
る
中
で
、
ご
く
平
凡
な
日
常
生
活
が
送
ら
れ
大
溝
城
下
に
お
け
る
町
方
記
録
覚
書
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
、
「
超
過
な
料
理
」
を
京
・
大
津
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
や
、
奉
公
先
が
京
都
・
大
坂
な
ど
と
言
っ
た
点
を
ひ
と
つ
取
り
上
げ
て
も
、
地
域
構
造
の
特
質
が
物
語
る
よ
う
に
、
大
溝
城
下
に
お
け
る
経
済
構
造
が
、
京
都
・
大
津
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
一
⑭
方
で
、
通
婚
圏
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
高
島
郡
内
の
農
村
が
多
く
、
郡
内
の
あ
る
程
度
の
中
心
性
は
保
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
言
え
な
く
は
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
こ
こ
大
溝
の
城
下
は
、
大
・
中
規
模
の
都
市
部
を
形
成
す
る
城
下
と
同
様
に
、
そ
の
中
心
性
と
い
う
も
の
に
非
常
に
周
辺
農
村
か
ら
は
強
い
期
待
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
そ
れ
に
応
え
ら
れ
る
だ
け
の
町
場
形
成
が
、
景
観
的
に
も
、
ま
た
機
能
的
に
も
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
が
指
摘
で
き
る
様
に
思
わ
れ
る
。
史
料
分
析
が
不
十
分
で
、
単
に
「町
内
諸
要
記
」
の
内
容
紹
介
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
し
か
し
、
小
規
模
の
町
場
で
、
ま
と
ま
っ
た
町
方
記
録
紹
介
と
い
っ
た
点
で
は
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
そ
の
一
端
を
果
た
せ
た
よ
う
に
思
う
。
今
後
も
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
補
填
し
つ
つ
、
さ
ら
に
こ
の
城
下
の
町
人
生
活
の
諸
相
に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
二
七
七
二
七
八
註①
「
週
刊
朝
日
百
科
目
本
の
歴
史
」
79
、
法
度
と
掟
。
②
三
都
を
は
じ
め
大
都
市
の
近
世
の
「
町
」
に
関
す
る
研
究
は
、
い
ち
い
ち
挙
げ
れ
ぽ
暇
が
な
い
が
、
京
都
の
場
合
を
ご
く
一
部
紹
介
す
る
と
、
た
と
え
ば
京
都
市
編
『
京
都
の
歴
史
』
第
五
巻
～
第
八
巻
、
C
D
I
編
『
京
都
庶
民
生
活
史
』
(
京
都
信
用
金
庫
、
昭
和
四
十
八
年
)
、
秋
山
国
三
・
仲
村
研
『
京
都
「
町
」
の
研
究
』
(
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
十
年
)
、
守
屋
毅
『
京
の
町
人
』
(
教
育
社
歴
史
新
書
、
昭
和
五
十
五
年
)
な
ど
が
あ
る
。
③
こ
の
市
町
村
史
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
滋
賀
県
で
は
、
『
新
修
大
津
市
史
』
(
大
津
市
)
で
の
膳
所
城
下
、
『
草
津
市
史
』
で
の
草
津
宿
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
④
大
溝
城
下
の
歴
史
的
な
変
遷
や
、
城
下
形
成
の
過
程
な
ど
、
詳
細
は
『
高
島
町
史
』
(
高
島
町
、
昭
和
五
十
八
年
)
を
は
じ
め
、
拙
稿
「
大
溝
城
の
変
遷
」
(
高
島
町
文
化
財
資
料
集
四
、
昭
和
五
十
九
年
)
同
「
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
と
そ
の
特
質
」
(『
盆
地
の
歴
史
地
理
』
歴
史
地
理
学
紀
要
三
一
、
平
成
元
年
)
に
紹
介
し
て
あ
る
。
⑤
横
田
三
千
太
郎
家
文
書
。
⑥
横
田
三
千
太
郎
家
文
書
「城
下
町
絵
図
」
・
「家
中
屋
敷
絵
図
」。
⑦
町
人
町
の
地
域
構
造
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
拙
稿
「
大
溝
城
下
の
地
域
構
造
と
そ
の
特
質
」
に
お
い
て
、
す
で
に
分
析
を
試
み
て
い
る
。
⑧
中
西
家
文
書
「中
西
家
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
同
家
は
藤
左
衛
門
の
代
に
若
狭
国
美
方
郡
か
ら
新
庄
村
(
現
在
の
新
旭
町
)
に
移
り
、
高
島
七
頭
の
祖
高
島
氏
の
与
力
と
し
て
活
躍
。
そ
の
後
信
澄
に
招
か
れ
て
所
領
と
屋
敷
を
宛
行
わ
れ
て
大
溝
城
に
下
居
を
構
え
た
。
福
井
氏
に
あ
っ
て
も
同
様
の
系
譜
で
あ
る
。
⑨
矢
守
一
彦
『幕
藩
社
会
の
地
域
構
造
』
(
大
明
堂
、
昭
和
四
十
五
年
)
、
『
都
市
プ
ラ
ン
の
研
究
』
(大
明
堂
、
昭
和
四
十
五
年
)
。
⑩
前
掲
⑨
。
⑪
東
海
道
の
草
津
・
石
部
・
水
口
な
ど
の
宿
場
の
場
合
、
通
行
量
の
関
係
も
あ
ろ
う
が
、
そ
の
活
況
は
相
当
な
も
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
周
辺
在
郷
の
中
心
的
な
位
置
を
占
め
て
い
た
。
⑫
前
掲
⑨
。
⑬
こ
の
数
値
は
、
横
田
三
千
太
郎
家
の
「
享
保
十
七
年
大
溝
旧
図
」
お
よ
び
武
家
屋
敷
地
域
を
示
す
絵
図
な
ど
を
も
と
に
現
地
比
定
を
行
い
、
二
五
〇
〇
分
の
一
都
市
計
画
図
上
で
、
面
積
測
定
機
に
よ
っ
て
測
定
し
て
数
値
を
求
め
た
。
⑭
前
掲
⑨
。
⑮
笠
井
家
は
、
分
部
氏
の
所
領
が
伊
勢
に
あ
っ
た
時
以
来
の
譜
代
の
家
臣
。
今
日
に
そ
の
景
観
を
残
す
数
少
な
い
武
家
屋
敷
の
遺
構
。
⑯
勝
野
津
と
い
わ
れ
た
港
も
、
中
世
に
は
今
津
や
舟
木
な
ど
に
一
時
期
隆
盛
を
奪
わ
れ
る
が
、
ふ
た
た
び
そ
の
地
位
を
奪
回
す
る
兆
し
が
見
え
始
め
る
の
が
、
大
溝
城
の
築
城
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
分
部
氏
の
支
配
の
も
と
で
は
十
分
な
発
展
も
見
ら
れ
ず
、
北
に
隣
接
す
る
灰
太
浦
と
と
も
に
朽
木
な
ど
か
ら
の
薪
炭
の
積
出
港
と
し
て
の
性
格
が
強
い
も
の
と
な
る
。
⑰
福
井
芳
郎
家
文
書
「
町
内
諸
要
記
」
。
⑱
「
町
内
諸
要
記
」
は
、
大
溝
城
下
の
南
市
本
町
の
町
方
公
用
記
録
で
、
宝
暦
十
年
(
一
七
六
〇
)
か
ら
大
正
期
ま
で
二
十
二
冊
に
、
町
内
へ
の
町
触
を
は
じ
め
、
訴
状
の
控
え
、
町
汁
の
勘
定
な
ど
日
常
生
活
の
公
的
記
録
が
留
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
各
々
の
簿
冊
の
表
題
は
、
「
町
方
日
用
控
」
、
「
万
覚
帳
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
⑲
前
掲
⑤
。
⑳
前
掲
⑰
。
⑳
前
掲
⑰
。
⑫
前
掲
⑰
。
㊧
前
掲
⑰
。
⑭
福
井
芳
郎
家
文
書
。
⑳
高
島
商
人
の
代
表
と
い
わ
れ
る
の
が
、
南
部
(
岩
手
県
)
地
方
に
進
出
し
た
村
井
・
小
野
の
両
家
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
小
野
組
に
関
す
る
研
究
に
は
、
宮
本
又
次
『
小
野
組
の
研
究
』
(
昭
和
四
十
五
年
)
が
あ
り
、
そ
の
後
、
『
高
島
町
史
』
の
中
で
も
若
干
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
⑳
前
掲
⑰
。
⑳
前
掲
⑰
。
㊧
前
掲
⑰
。
⑳
た
と
え
ぽ
、
打
下
区
有
文
書
の
検
地
帳
な
ど
に
よ
れ
ぽ
、
上
田
の
斗
代
が
一
石
五
斗
と
記
さ
れ
て
い
る
。
⑳
こ
の
寛
政
十
二
年
の
振
舞
料
も
、
文
政
十
二
年
(
一
八
二
九
)
に
は
、
一
律
銭
二
貫
五
百
文
と
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
⑳
前
掲
⑰
。
⑫
石
打
と
い
う
の
は
、
同
月
付
で
別
途
通
達
さ
れ
た
、
婚
礼
等
に
際
し
て
の
「礫
打
」
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
㊥
こ
の
火
道
具
改
め
に
つ
い
て
は
、
継
年
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
藩
か
ら
与
え
ら
れ
た
火
消
道
具
を
維
持
管
理
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
南
市
本
町
の
場
合
、
隣
接
の
蝋
燭
町
と
と
も
に
用
具
を
管
理
し
、
人
足
を
出
す
き
ま
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
た
と
え
ぽ
文
化
九
年
(
一
八
=
一)
の
場
合
、
南
市
本
町
は
水
籠
二
人
、
団
扇
一
人
、
提
灯
一
人
、
梯
子
一
人
、
留
守
居
一
人
、
そ
し
て
蝋
燭
町
が
、
水
籠
一
人
、
団
扇
一
人
、
留
守
居
一
人
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
用
具
の
管
理
は
八
軒
で
行
わ
れ
て
い
た
。
⑭
こ
の
点
は
、
今
回
詳
細
に
は
分
析
を
試
み
て
い
な
い
が
、
「
町
内
諸
要
記
」
に
み
る
「帳
外
」
・
「
帳
加
」
な
ど
の
事
例
を
少
し
う
か
が
う
と
、
高
島
郡
内
の
新
庄
村
や
舟
木
村
、
朽
木
村
な
ど
か
ら
の
転
入
、
奉
公
で
は
京
都
が
も
っ
と
も
多
い
。
大
溝
城
下
に
お
け
る
町
方
記
録
覚
書
二
七
九

